
配食事業×管理栄養士

認定栄養ケア・ステーション ファンスタディ

11/5栄養士会ミーティングから2/20まで



・毎週月曜日、桑原医院にて外来栄養食事指導
・3 月 20 日長明塾にて講師
・5 月 27 日友愛学級にて講師
・5 月 31 日 nikotディナーショー
・6 月 1 日ながと串(長門市コンベンション協会と深川養鶏とのコラボ) 

・7 月 13 日こども食堂立ち上げトークショー登壇
・7 月 18 日田中歯科職員さんへセミナーにて講師
・7 月 24 日 A コープ職員さんへ栄養ワンダー
・8 月 1 日健康ながと 21 会議に出席
・8 月 31 日 A コープ買い物客へ栄養ワンダー
・9 月 4 日地域包括支援センターで講義
・11 月 14 日ゆず狩り&ゆず塩づくり体験教室開催
・11 月 21 日 nikotで GoodLifeCooking

・12 月 15 日公民館で健康のつどい開催
・12 月 18 日地域包括支援センターで講義
・12 月 19 日俵山本陣で GoodLifeCooking

・1 月 24 日あいころりんで GoodLifeCooking

・1 月 16 日ゆず塩を使った料理教室を開催
・1 月 30 日 co-op 山口でお弁当試食会
※日頃から自治体と協力をして活動をしていたので集客がスムーズ

これまでのファンスタディの活動



■事業を進めるにあたって

１．自治体＆２．配食事業者

①アプローチ先（部署・課含め）→これまでの連携有無

②アプローチ方法→アプローチのために用意したもの



1.自治体等へのアプローチ

• 地域包括支援センターを訪ね、配食事業者を紹介していただいた
自立支援事業の配食弁当屋さんと、全国展開しているフランチャイズの企業を教えて
いただいた。

• 長門市の高齢福祉課に連絡をし、事業を一緒に進めていきたい旨をお伝えした。

• 社会福祉協議会に連絡をし、高齢者のサロンなどの紹介を依頼した

• 仙崎公民館を訪ね、仙小サロンを紹介していただいた

• 長門市中央公民館に、co-op山口のお弁当を用いた食事会の周知をしていただいた



自治体へのアプローチの際の工夫

• 既存の資料では管理栄養士が具体的に何をするのか、伝えにくかった
ため、独自の説明資料（資料1）を作成した。



2.配食事業者へのアプローチ

• 食の自立支援事業の対象配食業者
末永商店、ゆうゆうグリーン俵山

• 全国フランチャイズ
co-op山口、まごころ弁当



配食事業者へのアプローチの時の工夫

• 詳細を伝える・伝えないを配食事業者ごとに区別した

• co-op山口の場合
→どこからの通達で、何をするのかを詳細に質問されたので、
資料1を送付し、説明。
事前アセスメントのことを懸念されていたが、食事会（共食の場の創造）につな
げることができた

• ゆうゆうグリーン俵山、末永商店、まごころ弁当の場合
→難しいことを言われると分からないような感覚。高齢者のためにお弁当を使っ
て食事会と勉強会をしたいことだけを説明し、徐々に献立作成のアドバイスなど
に介入



■事業決定後
種別 参加者の募集方法／

場の選定
方法 配食事業者と

の関わり
管理栄養士側の
準備内容

co-op山口 共食の場
提供型

チラシを作成し、
高齢者に直接声掛け
公民館に集客依頼
（20名すぐに埋まる）

媒体：食事バランスガイド
当日の弁当
場所：co-op長門センター
会議室

フレイル予防
の観点から営
業方法のアド
バイス

・チラシ作成
（重要！）

・字が小さくて見
えにくい、重複も
多いアンケートを、
1部にまとめて、

なるべく高齢者
の方が自分で記
入できるように工
夫をした

・食事バランスガ
イド等の媒体を
準備

ゆうゆうグリー
ン俵山

基本型 毎週火曜日に
お弁当を食べる日あり

一緒に食事をしながら
口頭でアドバイス

献立を立てる
パートの方に
個別アドバイス

末永商店 基本型 仙小サロンで使用 一緒に食事をしながら
口頭でアドバイス

仙崎公民館と
の関係性をつ
ないだ

まごころ弁当 基本型 仙小サロンで使用 一緒に食事をしながら
口頭でアドバイス

仙崎公民館と
の関係性をつ
ないだ



■事業実施日
タイムスケジュール 使用媒体 参加人数（関係者数） 満足度の高いポイント

co-op山口
（1/30）

●11：30～12：30

お食事タイム
●12：30～13：30

お弁当を題材にした
勉強会の開催

・食事バランス
ガイド
・当日のお弁当

20名
（6名：管理栄養士2名）

・集客になる

・営業時に自信を持っ
て伝えることができる
・一緒に食べると楽しい
・勉強になる

ゆうゆうグリーン
俵山
(12/17.1/14.1/28)

●11：00~12：00

レクレーション
●12：00～13：00

お食事タイム

・当日のお弁当 12名
（4名：管理栄養士1名）

・献立作成時に知識と
して役に立つ
・一緒に食べると楽しい

末永商店(12/19) ●11：00~12：00

レクレーション
●12：00～13：00

お食事タイム

・当日のお弁当 8名
（2名：管理栄養士1名）

・集客になる
・一緒に食べると楽しい

まごころ弁当
(1/16)

●11：00~12：00

レクレーション
●12：00～13：00

お食事タイム

・当日のお弁当 8名
（2名：管理栄養士1名）

・集客になる
・一緒に食べると楽しい







■事業実施後の成果
高齢者にも配食事業者にも喜んでもらえた

だから考えないといけない

「今後へのつながり（企画）・経営戦略・課題」



課題：必要なのは管理栄養士の人件費

• 本当に管理栄養士の必要な配食事業者から人件費をもらうのは難しい
（小規模でお金と時間の余裕が無い）

• 市の予算にすぐに組み込んでもらうのも難しい

• まずは補助金を探し人件費を確保し、活動を継続することを目指す

• 小規模な事業者（ゆうゆうグリーン俵山、末永商店など）
補助金が無くても事業を継続していけるよう、長門市、または企業（明治安田生
命など）にPRをしていく

• 大きな事業者（co-op山口、まごころ弁当など）
プロモーション活動として参画を検討していただく



相談場所（企画書を持参）

• 高齢福祉課

• 健康増進課

• 市民活動推進課

• 社会福祉協議会

• 市議の綾城美佳さん

• 長門市長

栄養ケアの重要性や、動くことのできる管理栄養士の存在を知ってもらえた


